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1 　Azia’n Transfer/FTPC(ｸﾗｲｱﾝﾄ)に触れる前に

1.1　Azia ’n Transfer/FTPC(ｸﾗｲｱﾝﾄ)とは？
「Azia'n  Transfer/for FTP」は「Azia'n Transfer」の持つ柔軟な転送機能や転送データ管

理機能をそのまま生かしつつ、転送プロトコルとしてＦＴＰを利用可能にする追加サブシステ

ムです。

本サブシステムは、「Azia'n Transfer」をUXNET-Ⅱを利用して機能強化する「Azia'n

Socks」と呼ばれる製品体系の中の１コンポーネントとして提供されます。

本サブシステムを利用することにより従来のＥＴＯＳ端末に対する場合と同等の、運用性及

び耐更性に優れたインターフェースでＡＣＯＳ側ＦＴＰクライアントによるファイル転送を

実現することが可能になります。

1.2　Azia ’n Transfer/FTPCの構成
Azia’n Transfer/FTPCが動く環境として、基本的なハードウエアの構成を示します
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1.3　Azia ’n Tranafer/FTPCの特徴
Azia’n Transfer/FTPCの特徴はいろいろあります。その中からいくつか挙げてみましょう。

1.3.1　ホストコンピュータ側業務とパソコン側業務との仲立

現在お持ちのホストコンピュータの情報をパソコン側に渡したり、パソコンで持つ情報をホ

ストコンピュータに渡したりする場合に、引き渡し側主導による受け取り側ホストコンピュー

タ業務またはパソコン業務へ、連携処理の仲立をしてくれます。

例えばホストコンピュータ側からサーバーへデータを受信要求するだけでサーバー側の業

務を自動起動することができます（注１）。また、その逆にサーバー側の業務で作成されたデ

ータを作成完了と同時に送信要求し、ホストコンピュータ側ではその送信完了を待ってホスト

業務処理を起動することができます（注２）。

注１　ｻｰﾊﾞｰ業務処理起動はEazyManager/Accepterの機能です。

注２　ﾎｽﾄ業務処理起動はAzia’n Transferの機能です。

1.3.2　機種の壁を越えた共通性

現在、様々なメーカーからパソコンが発売されています。しかし、Azia’n Transfer/FTPCは

原則としてどのメーカーのパソコンでもFTPサーバが動いているパソコン，サーバーなら、使う

ことができます。例えば、今まで利用していたやDOS,DOS/V,UNIX,Express,OP-X,・・等々でも

パソコンと同じ操作方法で同じ情報交換のサービスが受けられます。また、情報系端末の持つ

情報（例えばLANPLANで作成した表データ）をパソコンのEXCELやLOTUS1-2-3でも利用したい場

合にもＡＣＯＳをゲートウェイとして、簡単に情報交換ができます。（注：情報系の端末

（N5200,S3100など）の場合にはAzia’n Transfer/ETOS機能を利用します。）

1.3.3　基本操作の統一

どのパソコン・端末でも、基本的な操作の方法が統一されています。例えば「PC98」と「N5200」

は異なるコンピュータですが、共通してＶＩＳのＴＰＰ又はＦＴＰクライアントをエンジンに

しているためメニューの表示やマウスの使い方等、基本的な操作の方法は同じです。はじめて

使うコンピュータでもある程度操作方法を予測することができます。また、画面がビジュアル

にできているので直感的で、かつ試行錯誤しながら操作することができます。新たにＦＴＰの

知識が要求されることはありません。
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1.3.4　Azia’n TransferとAzia’n Transfer/FTPの違い

これまでご説明したAzia’n Transfer/FTPですが「Azia’n TransferとAzia’n Transfer/FTPは

どこが違うの？」と思われるでしょう。実のところ操作性はほとんど変わりません。ですが

Azia’n Transferでは通信媒介をETOSエミュレータとしているのに対し、Azia’n Transfer/FTP

はACOSのFTPクライアント機能を利用している点にあります。

それではこれにより何が出来るのか。以下にいくつかあげてみましょう。

① ETOSエミュレータでの転送速度に比べ数十倍の高速転送パフォーマンスを得ることがで

きます。

② 操作性の困難なFTPクライアントのオペレーション操作を一切必要とせず、全てAzia’n

Transfer/ETOS機能の運用と変わらない運用方法で利用できます。

③ VIS業務が停止している間でも転送することができる様になります。

④ オンライン端末登録（ADL,NDL,TNDL,VDLなど）の必要がないため、導入直後からこのサー

ビスを利用できます。（既にインフラが整っていることが前提です。）

　このようにAzia’n Transferの弱点をカバーし、これまでのAzia’n Transferの運用と変わらな

いサービスをご提供することができるようになりました。

※ Azia’n Transfer/FTP（FTPクライアント機能）はLANプロセッサを有するお客様のみご利用

頂けます。
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2 　環境設定

　Azia’n Transfer/FTPC では、ご利用頂く前にホスト側で相手の FTP サーバに対する幾つか

の環境設定が必要となります。ここでは Azia’n Transfer/FTPC と基本的に管理が同じである

WindowsNT Ver4.0 及び Windows95 を例に取りご説明致します。

尚、相手の FTP サーバはこれ以外にも UNIX,別ホスト,…等様々な相手が考えられます。FTP

に関するサポートが必要な場合には弊社担当 SE までご連絡下さい。

2.1 　ACOS側で相手FTPｻｰﾊﾞｰ動作端末環境を登録する

2.1.1　加入者情報メンテナンス画面を表示する

「 Azia’n Transfer Menu」から加入者情報メンテナンス画面を表示してみましょう。「番号

==>」にカーソルを合わせて”70”を入力し実行キーを押すと「加入者情報メンテナンス画面」が

表示されます。
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2.1.2　加入者情報メンテナンス画面からＦＴＰサーバ端末を登録する

既に存在する加入者に対してFTPサーバ動作端末を登録する場合には対象となる加入者を呼

び出します。次に所属送受信用端末欄にFTPサーバ動作端末を入力後、「=>」の位置で”W”を入

力して実行を押下します。新たに加入者情報を登録する場合には加入者名称、所属送受信用端

末情報（FTPサーバ動作端末）、端末種別既定値（”PFS”or”UFS”）、を入力の後、「=>」の位置

で”W△加入者コード”を入力して実行を押します。いずれも画面下に「加入者情報のメンテナン

スを行いました。」というメッセージが表示されれば登録処理は正常終了しました。これ以外

のメッセージが表示された場合には指示に従い修正してください。

ここでは予め存在する加入

者に対して登録するため、

既定値は変更しません

FTPｻｰﾊﾞｰ端末種別既定値
USF:UNIX系端末
PSF:その他(PC)端末

ここでは既に存在する”KAIKATSU2”という加入者に対して”NTSVR1”という名前でFTPサーバ端

末を新たに登録しています。尚、 FTPサーバ動作端末の端末IDは何でも構いませんがＶＩＳで

定義されている端末IDと重複しない名前で登録することをお勧めします。
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POINT　<加入者情報メンテナンス画面>

☺　　FTP サーバ動作端末登録をもっと簡単に！
通常 Azia’n Transfer 本体のオンライン端末登録では、この「加入者情報メンテナンス」画

面から登録するだけで十分です。しかし FTP サーバ端末の登録など、より細かな設定が必要な

端末の場合に、いちいちメインメニューまで戻り「送受信端末情報メンテナンス」画面を表示

してメンテナンスをしなければなりません。

「加入者情報メンテナンス」画面ではより効率よく運用して頂くために、加入者情報メンテ

ナンス画面から端末の登録を行った後、この画面から直接「送受信端末情報メンテナンス」画

面とその内容を表示することができます。

「=>」の位置で”３” を入力し、カーソルをメンテナンスしたい端末に合わせて実行キーを押

下することにより「送受信端末情報メンテナンス」画面と内容をを直接呼び出すことができま

す。

尚、呼び出した「送受信端末情報メンテナンス」画面では「=>」の位置で”８” を入力し実行

キーを押すことにより元の「加入者情報メンテナンス」画面に戻ります。
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2.1.3　送受信端末情報メンテナンス画面を表示する

「 Azia’n Transfer Menu」から送受信端末情報メンテナンス画面を表示してみましょう。「番

号==>」にカーソルを合わせて”71”を入力し実行キーを押すと「送受信端末情報メンテナンス画

面」が表示されます。※当画面から新規登録した場合には加入者情報との関連付けをする必要

があります。加入者情報メンテナンス画面から修正して下さい。

2.1.4　送受信端末情報メンテナンス画面からFTPサーバ動作端末の情報を登録する

端末 ID，端末 TYPE，配信 AP 識別を入力の後、「=>」の位置で”W△端末 ID”を入力して実行

を押します。画面下に「端末情報メンテナンスを行いました。」というメッセージが表示され

れば登録処理は正常終了しました。これ以外のメッセージが表示された場合には指示に従い修

正して下さい。尚、加入者情報メンテナンス画面から詳細情報指示により当画面を表示した場

合には更新となります。端末 TYPE，配信 AP 識別を修正して下さい。

FTPｻｰﾊﾞｰ端末種別既定値
USF:UNIX系端末
PSF:その他(PC)端末
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2.1.5　端末情報メンテナンス（拡張情報）画面を表示する

FTP サーバ端末情報を登録する場合、通常のオンライン端末定義手順の他に「端末情報メン

テナンス（拡張情報）」画面から各種詳細情報を登録する必要があります。

送受信端末情報メンテナンス画面から端末情報メンテナンス（拡張情報）画面を表示してみ

ましょう。「送受信端末情報メンテナンス」画面から先程登録した内容を表示して下さい。次

に内容がが表示されている状態からⅢキーを押すと端末情報メンテナンス（拡張情報）画面が

表示されます。

Ⅲキー押下→

2.1.6　端末情報メンテナンス（拡張情報）画面からFTPサーバ端末情報を登録する

　属性情報②，オプション情報を入力の後、「=>」の位置で”W”を入力して実行を押します。画

面下に「端末情報メンテナンスを行いました。」というメッセージが表示されれば登録処理は

正常終了しました。これ以外のメッセージが表示された場合には指示に従い修正して下さい。

属性情報②

： MS-DOS
△ UNIX
Ｎ ﾎー ﾑﾃ゙ ｨﾚｸﾄﾘ配下

ｵﾌ゚ ｼｮﾝ情報

FTPｺﾏﾝﾄﾞ を記述する
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POINT　<端末情報メンテナンス（拡張情報）画面　－属性情報②－>

☺　　属性情報②（FTP サーバ端末のディレクトリ認識スタイル定義）
冒頭で Azia’n Transfer/FTP を利用する場合には特別な知識は必要ありませんと述べまし
た。

しかしながら、システムセットアップ時にはわずかですが接続するために必要最低限の情報

登録が必要となります。

これはFTPサーバの初期設定時のみ必要となる作業ですので、システムを管理される方はFTP

サーバの登録(ﾎｽﾄ識別名又はﾎｽﾄ IP ｱﾄﾞﾚｽ)，接続ユーザ認証(ﾕｰｻﾞ ID,ﾕｰｻﾞﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ)，ディレク

トリ認識スタイル，など、TCP/IP プロトコルを使って FTP 機能の利用する場合の必要上条件で

あることをご理解下さい。

Azia’n Transfer/FTPではこのFTPサーバのディレクトリ認識スタイルを端末情報メンテナン
ス（拡張情報）画面の属性情報②欄の１桁目に登録します。

それでは次に相手 FTP サーバで利用されているディレクトリ認識スタイルとその意味を述べ

てみましょう。

－ディレクトリの認識スタイル指定－

①ＤＯＳ的に管理されている場合

“：”　…　コロンを設定します。

FTP サーバの環境設定にもよりますが WindowsNT3.51 の場合にはこれに該当します。

実際のパス　…　“Ｃ：／”

②ＵＮＩＸ的に管理されている場合

“△”　…　スペースを設定します。

FTP サーバの環境設定にもよりますが WindowsNT4.0,unix の場合にはこれに該当します。

実際のパス　…　“／Ｃ：／”

③その他の場合

“Ｎ”　…　Ｎを設定します。

FTP サーバの環境設定にもよりますがルートディレクトリ配下を利用する場合にはこれに該当

します。

実際のパス　…　“／”
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POINT　<端末情報メンテナンス（拡張情報）画面　－オプション情報－>

☺　　オプション情報（FTP サーバ　ログイン操作の FTP コマンド記述）
属性情報②に続いて Azia’n Transfer/FTP では相手 FTP サーバに対する FTP ログインコマン
ドを端末情報メンテナンス（拡張情報）画面のオプション情報欄に予め登録します。登録して

頂くコマンドは FTP サーバーへのログインコマンドのみです。

ここで登録された FTP コマンドを使って Azia’n Transfer/FTP では相手 FTP サーバに対して
ログイン操作を行います。

それでは以下に Azia’n Transfer/FTP を利用する場合の必要となる基本的なコマンドとその
意味を記述してみましょう。

①リモートホストと接続する（必須）

OPEN host[port]

host : (文字列 128 桁以内)

　接続するﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ名を指定する。ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに該当ﾎｽﾄが登録済みであればﾎｽﾄ

　識別名を指定することができる。

port : (10 進数 5 桁以内　1～65534)

　接続するﾘﾓｰﾄｻｰﾊﾞのﾎﾟｰﾄ番号を指定する。

②動作環境設定コマンドによる相手ホスト大小文字変換指定（任意）

/SG SCHARMD=NO

YES : 大小文字に変換して送信する（既定値）。

NO  : 変換せずそのまま出力する

※ 相手ホストで管理されているユーザ ID 等が大文字で登録されている場合には必ず指定する

必要があります。

③リモートホストにログインする（必須）

USER username[password[account]]

username : ﾘﾓｰﾄ上で定義されている利用者名を指定する

password : 利用者名に対するﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを指定する。

Account  : 利用者名に対する課金単位名を指定する。

　この他にも FTP クライアントでは様々なコマンドが用意されていますが、相手 FTP サーバが

特別な環境になっていない限り必要となるコマンドは上記３つとなります。
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POINT　<Windows95上でのFTPｻｰﾊﾞｰ機能を利用する>

☺ 　 Windows95上でのFTPｻｰﾊﾞｰ機能とは
PWS(Microsoft Personal Web Server version 1.0 for Windows95 ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ﾊﾟｰｿﾅﾙ Web

ｻｰﾊﾞｰ) は､お使いの Windows 95 を個人的なｳｪﾌﾞ用ｻｰﾊﾞｰとしてﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどの公開を簡

単に行えるようにするｿﾌﾄｳｪｱです｡ｲﾝｽﾄｰﾙやその管理も簡単なため､PWS をお使いいただ

くことでｲﾝﾄﾗﾈｯﾄやｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使うすべてのﾕｰｻﾞｰが簡単に情報を共有することができま

す｡

HTTP や FTP ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾌｧｲﾙ共有機能がｻﾎﾟｰﾄされているため､ﾋﾟｱﾂｰﾋﾟｱ ﾈｯﾄﾜｰｸのような

手軽さで情報公開が可能です｡なお､Microsoft Internet Information Server(IIS､ﾏｲｸﾛ

ｿﾌﾄ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ ｻｰﾊﾞｰ)と同じように､PWS はすべての ISAPI ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝや CGI ｽｸ

ﾘﾌﾟﾄをｻﾎﾟｰﾄしていますが､Windows 95 のようなﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ向けに設計されているため､

IIS のようなﾌﾙ機能をもったｳｪﾌﾞ ｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑのようなﾘｿｰｽを必要としないのも特長で

す｡

もし､ｳｪﾌﾞ ｻｰﾊﾞｰ ｼｽﾃﾑに将来的な拡張が必要でしたら､Windows NT Serverのようなﾊﾟ

ﾜﾌﾙでｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ仕様の､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ ｳｪﾌﾞ ｻｰﾊﾞｰ製品をご利用ください｡ﾏｲｸﾛｿﾌﾄは

Windows NT上で全領域をｶﾊﾞｰする製品群を提供しています｡

Windows95 FTPｻｰﾊﾞｰはMicrosoftのホームページ上で無償ダウンロードすることがで

きます。 http://www.microsoft.co.jp/win95/modules/　での最新モジュールご使用条

件をご確認ください。
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3 　基本操作

前章迄の環境設定を施すことにより Azia’n Transfer/FTP 機能を Azia’n Transfer/ETOS の受

動送受信要求を行うときと同じ運用で利用できるようになります。但し、Azia’n Transfer/FTP

の場合にはＶＩＳオンラインの受動送受信画面は使いません。前章までに設定した FTP サーバ

専用の端末 ID に向けて、FTP を媒介とした転送要求を発行します。この章ではその一例として

ACOS と PC との間で受信・送信例を「ＶＩＳ画面指示による要求」，「バッチ指示による要求」

の２パターンをご紹介することにしましょう。

3.1 　ＶＩＳオンライン指示によるAzia ’n Transfer/FTP受信
ＶＩＳオンライン画面の指示から Azia’n Transfer/FTP を転送媒介としたデータ受信を行っ

てみましょう。受信の場合のＶＩＳオンライン画面とは Azia’n Transfer メニューの「受信／

印刷対象ファイル検索＆操作」のことを指します。この Azia’n Transfer/FTP 機能を利用する

場合にはこの画面の「処理実行端末」がキーとなります。

FTP 端末 ID を指定
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3.1.1　ＡＣＯＳの業務データをAzia’n Transferへ登録する

ＡＣＯＳの業務で利用しているデータをパソコンの表計算ソフトで利用するために一旦

Azia’n Transfer システムへ登録します。 Azia’n Transfer システムへのデータ登録には専用の

ＪＣＬ(“¥AZFSET”)を利用して登録します。

公用ボリューム(PUBLIC)に ”TEXTDATA” という名前で存在するファイルを入力にして加入

者 ”KAIKATSU2” の　ファイル “TEXTFILE” へ格納します。このときに登録するデータ形式がＡ

ＣＯＳ内部形式データであるため、プラクインモジュール “AZTXCVAP” を利用してフォーマッ

ト変換し、パソコン側の表計算ソフトで利用できる形式に変換したデータを登録します。

000010 ¥AZFSET   INFILE=(TEXTDATA PUBLIC  )

000020           FLID=TEXTFILE            AKSCD=KAIKATSU2

000030           ATRMID=PCL001            OPMD=N

000040           DSNM=/C6/BASE2.CSV       DV=C

000050           PLUGIN=AZTXCVAP          PLUGPRM=INPFORM

000060           PLUGOPT=(KANJI=KIKO,SEP=CSV,FORMAT=SYSIN);

000070 ¥INPUT    INPFORM;

000080 (X,1,8,N'１文字')(N,,5,N'２漢字')(9,,5,N'３数字')(S9,,5,N'４数字')

000090 (X,,8,N'５文字')(N,,5,N'６漢字')(C3,,5,N'７数字')(C2,,,N'８数字')

000100 ¥ENDINPUT;

－Azia’n transfer ｼｽﾃﾑへの登録用 JCL－

入力となるファイルのレイアウトは次のような形式です。

1文字 2漢字 3数字 4数字 5文字 6漢字 7数字 8数字

X(8) N(5) 9(5) S9(5) X(8) N(5) S9(5) COMP-3 COMP-2

－登録処理により入力となるﾌｧｲﾙﾚｲｱｳﾄｲﾒｰｼﾞ－

※¥AZFSET及びﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙの詳細は Azia’n Transfer ﾏﾆｭｱﾙをご覧ください。
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3.1.2 Azia’n Transfer/FTP を使ってテキストデータをパソコンに受信する

「 Azia’n Transfer Menu」から受信／印刷対象ファイル　検索＆操作画面を表示してみまし

ょう。「番号==>」にカーソルを合わせて”1”を入力し実行キーを押すと「受信／印刷対象ファ

イル　検索＆操作画面」が表示されます。次に「番号==>」に”G”と入力し、処理実行端末に前

章で登録したFTPサーバ端末のIDを入力します。続いて受信したいファイル明細にカーソルを位

置づけて実行キーを押すと「上記ファイル受信要求を発行しますか？　Ｙ／Ｎ」と聞いてきま

すので、”Ｙ”を入力すると受信要求の発行が行われます。要求発行後「御確認の上実行キーを

押してください。」というメッセージが表示されますので、指示に従い実行キーを押すと「受

信／印刷対象ファイル　検索＆操作画面」に戻ります。

FTP ｻｰﾊﾞ端末 ID

  －　受信/印刷対象ﾌｧｲﾙ 検索&操作画面　－ －　ﾌｧｲﾙ受信要求画面　－

－　処理要求後確認画面　－
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3.1.3 テキストデータ受信中の画面とその確認

テキストデータの監視は「受信／印刷対象ファイル　検索＆操作画面」から行います。表示

される状態は「受信要求中」→「受信中」というメッセージが表示され、受信処理が終了する

と「受信完了」と表示されます。

※注意　実行キーを押すことにより状態が変化する様子が分かります。

3.1.4 受信した情報を表計算ソフトで開く

受信した情報を表計算ソフトで開いてみましょう。

１．BASE2.CSVを選択しダブルクリックする

注）Windows3.1では

ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑの関連付けと

して拡張子”csv”に

EXCEL を関連付け

する必要がありま

す。
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3.2 　ＶＩＳオンライン指示によるAzia ’n Transfer/FTP送信
ＶＩＳオンライン画面の指示から Azia’n Transfer/FTP を転送媒介としたデータ送信を行っ

てみましょう。送信の場合のＶＩＳオンライン画面とは Azia’n Transfer メニューの「ファイ

ルの送信」のことを指します。ここでも Azia’n Transfer/FTP 機能を利用する場合にはこの画

面の「処理実行端末」がキーとなります。

3.2.1 表計算ソフトで作成されたデータをテキスト形式で保存する

表計算ソフトで作成された情報をテキスト形式(CSV 又は TXT)に変更して保存します。

ﾃｷｽﾄ形式で保存さ

れているﾌｧｲﾙ
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3.2.2 テキストデータをAzia’n Transfer/FTPを使ってＡＣＯＳに送信する

「 Azia’n Transfer Menu」からファイルの送信画面を表示してみましょう。「番号==>」に

カーソルを合わせて”20”を入力し実行キーを押すと「ファイルの送信画面」が表示されます。

次に=>に”S”を入力し必要項目に値を入力した後、最後に「処理実行端末」にFTPサーバ端末の

IDを入力し、Azia’n Transfer/FTP転送指示の宣言を行います。この状態で実行キーを押すと「上

記ファイルの送信要求を発行しますか？　Ｙ／Ｎ」を聞いてきますので”Ｙ”を入力するとAzia’n

Transfer/FTPによる送信が始まります。要求発行後「御確認の上実行キーを押してください。」

というメッセージが表示されますので、指示に従い実行キーを押すと「Azia’n Transfer Menu

画面」に戻ります。

FTP ｻｰﾊﾞ端末 ID

－　ファイルの送信画面　－ 　　　　－　送信要求画面　－

－　処理要求後確認画面　－
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3.2.3　テキストデータ送信中の画面とその確認

テキストデータの監視は「受信／印刷対象ファイル　検索＆操作画面」から行います。表示

される状態は「送信要求中」→「送信中」というメッセージが表示され、送信処理が終了する

と「未出力」と表示されます。

※注意　実行キーを押すことにより状態が変化する様子が分かります。
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3.2.4　ＡＣＯＳに送信・格納されたデータを取り出し業務で利用する

パソコン及び端末からＡＣＯＳに送信・格納されたテキストデータをＡＣＯＳ業務処理で利

用するために取り出してみましょう。Azia’n Transfer システムからのデータ取り出しには専用

のＪＣＬ(”¥AZFGET”)を利用して取り出します。

加入者 ”KAIKATSU2” に登録されている　ファイル “TEXTFILE” を取り出し、公用ボリューム

(PUBLIC)に “TEXTDATA” という名前で出力します。このときに取り出すデータ形式が区切り文

字付きテキストデータであるため、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ “AZTXCVPA” を利用してフォーマット変換し、

業務処理で利用できる形式に変換したデータを出力します。

このように Azia’n Transfer/FTP を利用した場合でも抽出の段階では ETOSで送信した場合の

抽出法方と変わらないことがわかります

000010 ¥AZFGET   OUTFILE=(TEXTDATA PUBLIC SIZE=1)

000020           FLID=TEXTFILE            AKSCD=KAIKATSU2

000030           PLUGIN=AZTXCVPA          PLUGPRM=INPFORM

000040           PLUGOPT=(KANJI=KIKO,SEP=CSV,FORMAT=SYSIN);

000050 ¥INPUT    INPFORM;

000060 (X,1,8,N'１文字')(N,,5,N'２漢字')(9,,5,N'３数字')

000070 (S9,,5,N'４数字')(X,,8,N'５文字')(N,,5,N'６漢字')

000080 (C3,,5,N'７数字')(C2,,5,N'８数字')

000090 ¥ENDINPUT;

－Azia’n transfer ｼｽﾃﾑからの取り出し用 JCL－

出力されるファイルのレイアウトは次のような形式で出力されます。

1文字 2漢字 3数字 4数字 5文字 6漢字 7数字 8数字

X(8) N(5) 9(5) S9(5) X(8) N(5) S9(5) COMP-3 COMP-2

－取り出し処理により作成されるﾌｧｲﾙﾚｲｱｳﾄｲﾒｰｼﾞ－

※¥AZFGET及びﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙの詳細は Azia’n Transfer ﾏﾆｭｱﾙをご覧ください。

「受信／印刷対象ファイル　検索＆操作画面」では状態が未出力から抽出完了へと変化します。
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3.3 　バッチ指示によるAzia ’n Transfer/FTP受信
バッチ処理の指示から Azia’n Transfer/FTP を転送媒介としたデータ受信を行ってみましょ

う。バッチ処理から指示する場合、ＶＩＳオンラインとは全く独立して動作します。このため

ＶＩＳオンライン業務が停止している状態でもＡＣＯＳからデータをＰＣに送り込むことがで

きます。

但し、転送状況の確認を行う場合にはＶＩＳオンライン業務が必要になります。

3.3.1 　バッチ処理からからAzia’n Transfer/FTP転送指示と受信を行う

ＡＣＯＳの業務で利用しているデータをパソコンの表計算ソフトで利用するために一旦

Azia’n Transfer システムへ登録し、続いてＰＣへの受信を行います。 Azia’n Transfer/FTP

システムでの格納・受信には専用のＪＣＬ(“¥AZFSET”)を利用して登録します。

公用ボリューム(PUBLIC)に ”TEXTDATA” という名前で存在するファイルを入力にして加入

者 ”KAIKATSU2” の　ファイル “TEXTFILE” へ格納します。このときに登録するデータ形式がＡ

ＣＯＳ内部形式データであるため、プラクインモジュール “AZTXCVAP” を利用してフォーマッ

ト変換し、パソコン側の表計算ソフトで利用できる形式に変換したデータを登録します。格納

完了後は受信処理が開始されます。

000010 ¥AZFSET   INFILE=(TEXTDATA PUBLIC  ) OUTREQ=YES

000020           FLID=TEXTFILE            AKSCD=KAIKATSU2

000030           ATRMID=NTSVR1            OPMD=N

000040           DSNM=/C6/BASE2.CSV       DV=C

000050           PLUGIN=AZTXCVAP          PLUGPRM=INPFORM

000060           PLUGOPT=(KANJI=KIKO,SEP=CSV,FORMAT=SYSIN);

000070 ¥INPUT    INPFORM;

000080 (X,1,8,N'１文字')(N,,5,N'２漢字')(9,,5,N'３数字')(S9,,5,N'４数字')

000090 (X,,8,N'５文字')(N,,5,N'６漢字')(C3,,5,N'７数字')(C2,,,N'８数字')

000100 ¥ENDINPUT;

－Azia’n transfer/FTP受信処理実行 JCL－

入力となるファイルのレイアウトは次のような形式です。

1文字 2漢字 3数字 4数字 5文字 6漢字 7数字 8数字

X(8) N(5) 9(5) S9(5) X(8) N(5) S9(5) COMP-3 COMP-2

－登録処理により入力となるﾌｧｲﾙﾚｲｱｳﾄｲﾒｰｼﾞ－

ここで Azia’n Transfer/FTP 受信を使う場合のポイントは「配信先端末 ID(ATRMID)」と「配

信要求指示(OUTREQ=YES)」です。配信先端末 ID に FTP ｻｰﾊﾞ端末 ID を記述することにより FTP

転送指示であることが宣言され、配信要求指示で Azia’n Transfer システム格納後自動的に受

信処理が開始されます。
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※¥AZFSET及びﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙの詳細は Azia’n Transfer ﾏﾆｭｱﾙをご覧ください。

3.4 　バッチ指示によるAzia ’n Transfer/FTP送信
バッチ処理の指示から Azia’n Transfer/FTP を転送媒介としたデータ送信を行ってみましょ

う。バッチ処理から指示する場合、ＶＩＳオンラインとは全く独立して動作します。このため

ＶＩＳオンライン業務が停止している状態でもＡＣＯＳからデータをＰＣに送り込むことがで

きます。

但し、転送状況の確認を行う場合にはＶＩＳオンライン業務が必要になります。

3.4.1 　バッチ処理からAzia’n Transfer/FTP転送指示と送信を行う

パソコン及び端末に格納されているデータに対してＡＣＯＳ側指示によりＡＣＯＳに送

信・格納します。更にテキストデータをＡＣＯＳ業務処理で利用するために取り出してみまし

ょう。Azia’n Transfer/FTP システムから送信・格納要求する場合には専用のＪＣＬ(“¥AZRECV”)，

データ取り出しには専用のＪＣＬ(”¥AZFGET”)を利用して取り出します。

端末に格納されているテキストファイルをホストへの送信要求を発行し、加入

者 ”KAIKATSU2” に登録します。次に加入者 ”KAIKATSU2” に登録されているファイル “TEXTFILE”

を取り出し、公用ボリューム(PUBLIC)に “TEXTDATA” という名前で出力します。このときに取

り出すデータ形式が区切り文字付きテキストデータであるため、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙ “AZTXCVPA” を

利用してフォーマット変換し、業務処理で利用できる形式に変換したデータを出力します。

このように Azia’n Transfer/FTP を利用した場合でも抽出の段階では ETOSで送信した場合の

抽出法方と変わらないことがわかります

000010 ¥AZRECV   WAIT=YES

000020           FLID=TEXTFILE            AKSCD=KAIKATSU2

000030                HKSCD=KAIKATSU2          RTRMID=NTSVR1

000040           DSNM=/C6/BASE2.CSV       DV=C;

000010 ¥AZFGET   OUTFILE=(TEXTDATA PUBLIC SIZE=1)

000020           FLID=TEXTFILE            AKSCD=KAIKATSU2

000030           PLUGIN=AZTXCVPA          PLUGPRM=INPFORM

000040           PLUGOPT=(KANJI=KIKO,SEP=CSV,FORMAT=SYSIN);

000050 ¥INPUT    INPFORM;

000060 (X,1,8,N'１文字')(N,,5,N'２漢字')(9,,5,N'３数字')

000070 (S9,,5,N'４数字')(X,,8,N'５文字')(N,,5,N'６漢字')

000080 (C3,,5,N'７数字')(C2,,5,N'８数字')

000090 ¥ENDINPUT;

－Azia’n transfer ｼｽﾃﾑからの取り出し用 JCL－

出力されるファイルのレイアウトは次のような形式で出力されます。

1文字 2漢字 3数字 4数字 5文字 6漢字 7数字 8数字

X(8) N(5) 9(5) S9(5) X(8) N(5) S9(5) COMP-3 COMP-2
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－取り出し処理により作成されるﾌｧｲﾙﾚｲｱｳﾄｲﾒｰｼﾞ－

ここで Azia’n Transfer/FTP 送信を使う場合のポイントは「集信元端末 ID(RTRMID)」と「集

信処理完了待ち(WAIT=YES)」です。集信元端末 ID に FTP ｻｰﾊﾞ端末 ID を記述することにより FTP

転送指示であることが宣言され、Azia’n Transfer システムへの送信処理が開始されます。

また、「集信処理完了待ち(WAIT=YES)」を記述することにより¥AZRECV の完了後、後に続く

¥AZFGET に即処理が移らないように待ち合わせ制御が行われます。

※¥AZRECV,¥AZFGET及びﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾓｼﾞｭｰﾙの詳細は Azia’n Transfer ﾏﾆｭｱﾙをご覧ください。
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4 　最後に

最後に Azia’n Transfer/FTP機能では転送状況を把握するため、ＶＩＳオンライン画面のほか

に FTP クライアント機能（コマンド）の１つである verbose モードをＯＮにしてプロトコルメ

ッセージ，統計情報，発行コマンド，転送履歴ファイルなどを出力しています。環境設定上の不

具合により転送が失敗する場合にはこのステータスファイルを参照して原因を調査して下さい。

それでは以下にステータスファイルの作成規則を記述します。

ステータスファイル

ステータスファイルは¥AZFSET,¥AZFGETを実行すると Azia’n Transfer/FTPシステム側で自

動起動される FTPクライアントジョブで作成されるファイルです。

ＦＴＰクライアントジョブ：ＪＡＺ１ＦＴＰＣ１

　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　②

①ＶＩＳオカレンス№

②マルチジョブＳＥＱ№

～～＿ＳＴＳ　　：　プロトコルメッセージ

～～＿ＣＭＤ　　：　発行コマンド

～～＿ＰＲＴ　　：　統計情報

～～＿ＴＲＮＦ　：　転送履歴ファイル

※ ～～は端末ＩＤ又はＦＴＰクライアントジョブ名で作成されます。

ステータスファイルの格納ライブラリ，命名規則はシステムセットアップ時に決めておりますの

で必要な場合には弊社担当ＳＥまでご連絡下さい。
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